TestStand

VBを使用したActiveXサーバーの作成方法

Visual Basic (VB)を使用してActiveXオートメーションサーバーを作成し、TestStandとの間でデータの受け渡しをする方法について説明します。ここでは２つの数値の和を返すメソッドを作成します。VisualBasic6.0を使用します。
VisualBasicを立ち上げます。ファイル>>新しいプロジェクトを選択します。ActiveX EXEを選択します。ここではオートメーションサーバーをEXEとして作成します。ActiveX DLLとして作成することも簡単にできます。DLLを使用したい場合は、この文書の最後のノートを参照してください。OKをクリックします。VBはClass1というクラスを持つ新しいプロジェクトを作成します。
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プロジェクトウィンドウ内のClass1 の名前をClass1 から Mathに変更します。
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次に、プロジェクト>>プロジェクトのプロパティを選択します。ダイアログを下図のように編集します。Next, select Project>>Project1 Properties and fill in the dialog as shown. プロジェクト名をProject1 から MyFirstVBServer に変更します。 OKをクリックしてダイアログを閉じます。

[image: image3.png]28 | TR0 | DA | DR |

70D e DRES

[ — 0 &
TR

e .
7 IR ek
r | C—
T DI

I~ HEERA A ZDIHIE)
¥ hctiveX TAI-HO727 1|
Ll IR

B Bz s e )

W





プロジェクトウィンドウでMathを右クリックしてコードの表示を選択します。カーソルがコードウィンドウにあります。ここに下のようなコードを挿入します。
Public Function Add(ByVal num1 As Double, _

ByVal num2 As Double) As Double


Add = num1 + num2

End Function
この関数は2つの引数を持ち、その合計を返します。ファイル>> MyfirstVBserver.exe の作成を選択します。これでオートメーションサーバーMyfirstVBserver が登録されます。

TestStand からの作成したオートメーションサーバーの呼び出し

TestStandのシーケンスエディタを立ち上げます。アダプタ選択リングからActiveXオートメ-ションサーバアダプタを選択します。シーケンスファイルウィンドウで右クリックし、アクションステップを追加します。名前をAddとします。

ローカルタブを選択します。ここに、足し合わせる2つの数値と、その和およびActiveXリファレンスを格納する変数４つを作成します。右クリックし、数値変数を３つと、ActiveXリファレンス１つを作成し、それぞれ、Num1、Num2、Sum、MathReferenceと名前をつけます。

メインタブに戻ります。Addステップで右クリックし、モジュールの指定を選択します。オートメーションコールを編集ダイアログで、ActiveXリファレンスをLocals.MathReference とします。直接入力せず、参照をクリックし、表示される式参照ウィンドウで、MathReferenceを選択し、挿入をクリックしてOKをクリックして記入します。[image: image4.png]Step
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オートメーションサーバーリングで登録されているMyFirstVBServer を選択します。オブジェクトクラスとして_Mathを選択します。オブジェクトを作成をチェックします。アクションリングでコールメソッドを選択し、メソッドリング

でAddを選択します。

[image: image5.png]ActiveX77 LA

A-bA=ya—i
AT

Locals MathReference

My FirstBServer (ver 200

&o-k |

Math (Math)

[ AIIahEfER

VE-IRUL O TR

I AAMDREEEE

R

I 4TI IDMERSIREE S 75 LI B0L

=T
797 0-R/PU0-FATIRAERW

[ I REEEPIEATON

Phvas LAk RIS Add =
HIA-5

ETl 217 B[ B wEO. |
T @

run2 g M

EEEER st





次に、戻り値、num1 、num2にTestStandからどの値を渡すかを指定します。パラメータリングで戻り値を選択します。右の参照ボタンをクリックします。
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値の右の参照ボタンをクリックします。

表示された式参照ウィンドウでSumを円卓し、挿入をクリックします。OKをクリックします。さらにOKをクリックしてオートメーションコールを編集ダイアログに戻ります。
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表示された式参照ウィンドウでSumを円卓し、挿入をクリックします。OKをクリックします。さらにOKをクリックしてオートメーションコールを編集ダイア

ログに戻ります。

同じ様にnum1、num2、にたいしLocals.Num1、Locals.Num2、選択します。
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TestStandが新しいオブジェクトを作成すると、TestSTandはリファレンスをActiveXリファレンスで指定した変数に格納します。引き続き同じオートメーションサーバーをコールする場合は、その変数を参照するようにします。ただし、オブジェクトの作成のチェックははずします。一度しか、あるオートメーションサーバをコールしない場合は、ActiveXリファレンスはブランクしておいてもかまいませんが、オブジェクトの作成はチェックしなければなりません。

最後にOKをクリックしてオートメーションコールを編集ダイアログを閉じます。

実行すると、Locals.Sum = Locals.Num1 + Locals.Num2になることが分かります。値をモニタするには、変数をウォッチするなり、メッセージボックスを利用して結果を表示しなければなりません。添付のサンプルでは、メッセージボックスを利用して結果を表示していますので参考にしてください。

ノート1:オートメーションサーバーをDLLとして作成する場合、TestStand\doc\Readme.txtのTestStandなどのマルチスレッドクライアントから使用されるMicrosoft Visual Basic 5.0 or 6.0で作成される  in-process (DLL) ActiveX オートメーションサーバーに付いて参照してください。

ノート2:オートメーサーバーをマニュアルで登録するときは、次のステップにしたがって行ってください。
DLL サーバー:

Regsvr32.exeを実行し、DLL へのパスを次のように指定します。
Regsvr32.exe c:\TestStand\Server\Debug\MyFirstAutomationServer.dll

EXE サーバー:

オーとメーションサーバを /RegServer といっしょに次のように呼び出します。.

c:\TestStand\Server\Debug\MyFirstAutomationServer.exe /RegServer
オートメーションサーバのTestSTandからのデバッグ 
サーバーのソースコードで、適切な場所にブレークポイントを置きます。実行>>完全コンパイル後に開始を選択します。


[image: image9.png]& MyFirstVBServer - Math (Code) [_[OIx]

[(Generan =] [paa =

Public Function Add(ByVal nunl As Dowsle, ByVal numz An

End Function





あとはVBの方法でデバッグします。デバッグが終了したら実行>>終了を選択してVBプロジェクトから抜けなくてはなりません。

オートメーションサーバのデバッグについてのより詳しい情報は、 TestStand User Manual Chapter 13, Module Adapters,を参照してください
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